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新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様におかれましては、新しい年をお迎え
のこととお慶び申し上げますとともに、本会の業務
運営につきましては、日頃より格別のご理解とご協
力を賜り、深く感謝申し上げます。
昨年は、異常気象がもたらす豪雨、そして台風な
ど自然災害の多い年でございました。お盆休みには
台風 10号が西日本を襲い、秋には立て続けに台風
が関東地方を直撃いたしました。特に、10 月に発
生した台風 19号の大雨は、栃木県内おいても栃木
市を流れる永野川の堤防決壊や多くの河川が氾濫す
るなど甚大な被害を及ぼし、日常生活にも大きな支
障をきたしました。さらに、農地や土地改良施設へ
の被害は、農業農村への重大な影響をもたらしまし
た。亡くなられた方には心よりお悔やみ申し上げま
すとともに、被災されました方々には、お見舞いを
申し上げる次第です。
一方で、7月に行われた参議院選挙では、全国土
地改良事業団体連合会会長会議顧問の宮崎雅夫氏が
当選しました。進藤金日子議員とともに土地改良の
代表として、私ども土地改良の代表として予算獲得
や事業の推進に大きな力添えをいただけるものと心
強く思っております。
さて、本県の農業農村は農業従事者の高齢化、担
い手不足や農業水利施設の老朽化など様々な問題を
抱えております。農業を次世代の担い手にとって魅力
ある産業としていくためには、従来の稲作中心の農業
形態から脱却し、高収益作物への転換を図ることが
求められており、水田の大区画化や汎用化など農業
生産基盤整備の着実な推進が必要不可欠であります。
また、農業競争力を強化するためには、担い手へ
の農地の集積・集約化により生産コストを削減すると

ともに、ICT を活用した水管理システム等を導入する
など、省力化技術の積極的な導入が重要であります。
更には、国土強靭化の観点からも農村地域の防災
力を向上るための防災・減災対策は喫緊の課題であ
りますので、農業水利施設の計画的な保全管理が必
要であります。
それから、土地改良法が改正され、財務体質の効
率化、透明化に向け、財務会計制度の見直しが行わ
れ、令和 4年 4月までに複式簿記の導入が求められ
ております。本会といたしましても複式簿記の導入
に向け、県と連携して巡回指導を行い、さらに、複
式簿記導入の際に必要となる土地改良区が管理する
土地改良施設の資産評価も実施しているところであ
ります。土地改良区の複式簿記への移行が円滑に進
み、土地改良区の財務状況の明確化、透明化が一層
図られるように適切に支援してまいります。
この様な中、令和 2年度の国の農業農村整備関係
予算は、令和元年度の補正予算と合わせて 6,515 億
円が確保される見通しとなりました。これは、一昨
年の 5,800 億円、昨年の 6,451 億円を大幅に上回
るものであります
これも偏に会員皆様方の国や県に対する要請活動
の成果であると改めて感謝を申し上げる次第です。
しかしながら、事業を安定的、且つ計画的に実施す
るための当初予算につきましては、未だに不足して
いる状況ですので、引き続き予算の確保に努めて参
りますとともに、会員皆様のニーズに応えるべく、
国、県と連携を図りながら事業を推進して参りたい
と存じますので、会員の皆様には引き続き、ご支援、
ご協力をお願い申し上げます。
結びに、会員皆様のご健勝とご多幸を心からご祈
念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

水土里ネットとちぎ（栃木県土地改良事業団体連合会）

会　長　　大久保　寿夫
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県民の皆様、あけましておめでとうございます。
年頭に当たりまして、私の所信を申し上げます。
知事 4期目の任期の仕上げの年となりました。私
は、就任以来、現場主義を徹底するとともに、県民
中心・市町村重視を基本として県政を進めて参りま
した。今後とも、県民や市町等の声に真摯に耳を傾
け、県民にとって何が最善かを考え、県政が抱える
課題の解決にスピード感を持って取り組んで参りま
す。
さて、昨年は令和元年台風第 19号に伴う記録的
な豪雨により、県内でも尊い人命が失われたほか、
家屋や店舗、工場等の浸水をはじめ、河川・道路等
の公共施設、農地や森林、農作物等に甚大な被害が
発生しました。一日も早い被災者の生活の安定と被
災地の復旧・復興のために、国や市町をはじめ関係
機関と緊密に連携し、生活や生業の再建を全力で支
援して参ります。
現在、本県が目指す将来像「人も地域も真に輝く�
魅力あふれる元気な “ とちぎ ”」の実現に向け、栃
木県重点戦略「とちぎ元気発信プラン」の総仕上げ
を行うとともに、人口減少・高齢化、気候変動など
に起因する諸課題に対応するため、中長期的な展望
に立って次期プランの策定を進めております。
また、今年 3月に策定する栃木県版まち・ひと・
しごと創生総合戦略「とちぎ創生 1

いちご
5 戦略」に続く

次期戦略では、これまでの取組の成果等を踏まえて
施策の改善・強化を図るとともに、新たな視点に基
づく施策を推進して、人口減少問題の克服と地域の

活力の維持に努めて参ります。
具体的には、本県の地理的優位性を生かし、とち
ぎの未来を担う若者の東京圏からのUIJ ターンや、
将来的な移住にもつながる「関係人口」の創出・拡
大や Society�5.0 の実現に向け、あらゆる分野にお
ける未来技術の導入を促進し、企業等の生産性や県
民生活の利便性の向上とともに、成長産業へ進化す
る農業の確立に向け、収益性の高い園芸生産の戦略
的拡大やAI・IoT など先端技術の活用による生産性
の向上を図るほか、防災・減災、国土強靱化の推進
により安全・安心なとちぎづくりにもつなげて参り
ます。
夏に開催される東京 2020 オリンピック・パラリ
ンピック競技大会では、多くの外国人観光客が来日
することが予想されることから、拡大するインバウ
ンド需要を取り込むほか、その 2年後に本県で開催
する第 77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」
及び第 22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会
とちぎ大会」につきましても、県民総参加で感動を
共有できる大会となるよう、各種取組を着実に進め
ていきたいと考えております。
県民の皆様が未来に希望を抱き、ふるさとに誇り
を持てるとちぎを創るため全身全霊で取り組んで参
りますので、一層の御理解と御支援をお願いいたし
ます。
本年が皆様にとって素晴らしい年となりますこと
をお祈り申し上げまして、新年のごあいさつといた
します。

栃木県知事

福田　富一

新年のごあいさつ
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明けましておめでとうございます。新春を迎え、

謹んでお喜び申し上げます。

さて、昨年は 10月の台風第 19号の通過に伴い、

県内各地で観測史上最大の降水量を記録し、家屋や

ライフラインを始め、農作物や農地・農業用施設な

ど甚大な被害が発生しました。

被災された農業者の方々におかれましては、改め

てお見舞い申し上げます。また、1日も早く営農が

再開できますよう、県としましては、国や市町、土

地改良事業団体連合会などと連携しながら復旧対策

に全力で取り組んで参ります。

さて、人口減少や超高齢化社会の到来、TPP や日

米貿易協定による国際化の進展など、農業を取り巻

く情勢が大きく変化する中、とちぎの農業を力強く

持続的に発展させていくためには、スピード感覚と

実行力を兼ね備えた経営力の高い担い手を確保して

いくとともに、本県の強みである広大な農地や豊富

な水資源、優れた生産技術を最大限活用して、競争

力の高い農業を実現させていく必要があります。

このため、県では、農地中間管理機構を活用した

担い手への農地集積・集約化を進めるとともに、収

益性の高い園芸生産の拡大を図る「園芸大国とちぎ

づくり」などの各種施策を展開しております。

これらの施策の推進に当たっては、その礎となる

農業生産基盤が極めて重要であることから、生産コ

ストの削減に向けた農地の大区画化や汎用化、ICT

を活用した水管理の省力化技術の導入など、地域の

ニーズに即した基盤整備を計画的に推進していくと

ともに、ため池などの農業水利施設における長寿命

化や LCC の考え方を導入した戦略的な保全管理と

防災減災機能の強化などに取り組んで参ります。

また、豊かで活力ある農村づくりに向けて、農業

農村の有する多面的機能が十分に発揮できるよう、

農業者と地域住民とが協力して行う農地や水路等の

一体的な維持管理とともに農村環境の保全活動を積

極的に支援して参ります。

さらに、昨年には改正土地改良法が施行され、准

組合員制度や利水調整規程、複式簿記などの導入措

置が講じられることとなりました。県としましては、

巡回相談のほか土地改良施設の資産評価データ整備

などにより、土地改良区の運営基盤の強化に向けた

支援を行って参ります。

土地改良事業団体連合会におかれましては、今後

とも本県の農業農村整備の推進に御尽力いただくと

ともに、農地や農業用水の保全管理への指導・助言

になお一層の御支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。

本年が皆様にとりまして幸多き年となりますこと

を心からご祈念申し上げ、新年の挨拶といたします。

栃木県農政部長

鈴木　正人

新年のごあいさつ
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令和 2年の年頭に当たり、土地改良に携わる全国
の皆様に、謹んで新年のご祝詞を申し上げます。
昨年は、6月、8月の大雨、さらに台風第15号、
第19 号による暴風雨等により、全国各地で非常に多
くの災害が発生しました。お亡くなりになられた方々
のご冥福を心からお祈り申し上げますとともに、被災
をされた多くの皆様に、衷心よりお見舞いを申し上げ
ます。
また、復旧・復興のために、被災地の最前線に立っ
て日夜ご尽力頂いている多くの土地改良関係の皆さ
まに心から敬意を表しますとともに、厚く御礼を申し
上げます。
さて私は、本会の会長に就任して以来、「闘う土地
改良」を掲げて参りました。そして組織一丸となって
闘った結果、平成から新しい元号「令和」となる大き
な節目の年に、補正予算などを含めまして、大幅削減
前を大幅に上回る予算を確保することが出来ました。
令和 2年度予算につきましては、農業農村整備の
着実な推進を求める全国の皆様からの熱意ある要請
活動により、政府予算案においては、昨年度当初予
算を上回る4,433億円を確保することができました。
さらに、令和元年度の補正予算・臨時特別措置枠を
含めると6,515億円となります。皆さまの活動に深く
敬意を表しますと共に、心から御礼を申し上げます。
また、昨年 7月の参議院選挙におきましては、宮
崎雅夫君が強豪ひしめく厳しい闘いの中、見事、勝
利を勝ち取りました。進藤金日子参議院議員とともに、
土地改良にとって実に12年ぶりの「車の両輪体制」
が実現したわけです。
このように土地改良は、新しい元号「令和」の幕開
けにふさわしいスタートを切ったわけであります。こ
れも一重に「闘う土地改良」の旗印の下、組織一丸と
なって闘った結果であり、皆様方の御協力の御陰であ
ります。

いま、全国の農業農村では、過疎化・高齢化、担
い手不足に加え、地域活力の低下などの課題が山積
しております。また、コメなどを巡る先行き不安から、
状況が一段と厳しくなっております。一方で、全国で
農業水利施設の老朽化が進行しており、食料生産の
増大、非食料用米への転換に支障を来すばかりでな
く、国民の生命や財産にも多大な損害をもたらすの
ではないかと危惧されております。特にここ数年は大
規模な風水害により、農地・農業用施設でも大変大
きな被害が続いており、平成 30 年の7月豪雨では、
全国で32カ所のため池が決壊し、尊い人命も犠牲に
なるなど未曾有の被害が発生しました。
これらの農業農村の危機的な事態に鑑み、2年続
けて土地改良法が改正されるとともに、老朽化したた
め池の整備について抜本的な施策を講ずるため、長
年の懸案であった「農業用ため池の管理及び保全に関
する法律」が国会で成立、施行されました。さらにい
ま、政府・与党では「食料・農業・農村基本計画」の
見直しも議論されているところであります。
私たち土地改良担当者としましては、これら政府の
動きと軌を一にして、これまで培ってきた技術と蓄積
された経験を活用し、「闘う土地改良」を活動の基本
におきつつ積極的に貢献していくことが重要であると
考えており、加えて、水土里ネットが農業農村を守り、
発展させていくことの重要性について広く国民の皆様
にアピールし、共感を得ていく努力が必要と考えます。
皆様と一体となって取り組み、所期の成果が得られま
すよう、引き続き奮闘して参りたいと思います。
最後になりますが、本日、輝かしい年の初めに当
たり、本年も農業農村が活力を得て、一層発展しま
すようご期待申し上げますとともに、本年が全国の皆
様にとってよき年であり、日々健やかに過ごされます
ようご祈念申し上げまして、私の新年のご挨拶といた
します。

全国土地改良事業団体連合会

会　長　　二階　俊博

新年のごあいさつ
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新年明けましておめでとうございます。皆様には
輝かしい新年を迎えられたことと心からお慶び申し
上げます。昨年は、「令和」の御代に移り、多くの
国民が寿ぐ中で天皇陛下が御即位されました。「令
和」の時代が平和で穏やかであるようにあらためて
ご祈念申し上げる次第です。他方、昨年も多くの自
然災害が発生しました。被災された全ての方々に心
からお見舞い申し上げます。今年こそは災害の無い
年になるように祈念して止みません。
今年は、東京オリンピック・パラリンピックが開
催され、総務大臣政務官としての私の担務である
「国勢調査」（初回開始後百周年）も行われます。
多くの国家的な行事の成功に向けて、皆様のご理解
とご協力をお願い致します。
さて、昨年末に令和元年度補正予算と令和2度当
初予算の政府原案が閣議決定されました。土地改良
予算としては、総額で6,515億円（対前年度比64億
円増）を確保できました。これも偏に、農業の競争
力強化と美しい農山村の形成に不可欠な土地改良の
実施に向けての現場からの強い要請と関係者の皆様
の熱意を政府と与党にしっかりと受け止めていただ
いた結果です。貴重な予算が一日も早く現場に届く
よう、今次通常国会で早期成立に向けて努力してま
いります。
今回の予算の特徴は、引き続き「国土強靭化」に
重点が置かれたこと、水田の高度利用対策が更に重

点化されたこと、農業の競争力強化に加えて中山間
地域等の条件不利地域の振興対策が手厚く措置され
たことだと捉えています。予算の増額措置により土
地改良が更に促進されますが、貴重な予算を効率
的、効果的に執行し、土地改良に対する国民の皆様
の期待に応えていくことが重要です。
昨年末、自民党農村基盤整備議員連盟総会におい
て、ため池の整備促進を図る特別措置法を議員立法
として検討することが提案・了承されました。ため
池の保全管理を図る法律は、昨年制定・施行されま
したが、整備促進に関する多くの課題が現場から提
起されています。現場の実態に真摯に耳目を集めつ
つ検討を深め、与野党問わず多くの国会議員のご理
解を得るべく努力してまいる所存です。
皆様、ご案内のとおり私の同志である宮崎雅夫さ
んも参議院議員として活躍しております。これも皆
様方のご理解とご支援の賜物です。宮崎議員と私と
が水鳥の強固な水掻きとしてフル稼働して、皆様と
連携しながら「闘う土地改良」を共闘し、引き続き
諸課題の解決とともに令和の新たな時代を切り拓く
べく専心努力してまいる覚悟ですので、ご指導とご
支援を宜しくお願い申し上げます。
貴会の益々のご発展と本年が皆様にとってご家族
共々素晴らしい一年となりますよう心からお祈り申
し上げ、新年の挨拶といたします。

都道府県水土里ネット会長会議顧問

参議院議員　　進藤　金日子

新年のごあいさつ
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新年明けましておめでとうございます。
栃木県の土地改良関係の皆様におかれましては、
穏やかな新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
さて、私にとっての昨年は大きな前進の年であり
ました。一昨年の 1月から、土地改良の推進、農山
漁村の振興のため、地球 8周分に当たる 30万キロ
以上を移動しながら全国各地をお伺いし、地域の状
況を自分の目で見て、皆様からのご意見を自分の耳
で聞き、私の考えを自分の口で話をさせていただく
などの政治活動を行ってまいりました。栃木県の皆
様をはじめ全国の皆様からご支援をいただき、お陰
様をもちまして昨年 7月末の参議院議員通常選挙に
おいて当選の栄に浴することができました。
当選後、8月 1日に召集された臨時国会で初登院
し、10月 4日に召集された臨時国会では、農林水
産委員会、決算委員会、地方創生及び消費者問題に
関する特別委員会、資源エネルギーに関する調査会
に所属しております。農林水産委員会等で 3度質問
に立たせていただき、土地改良の推進や予算の確保
などこれまでの活動中皆様から頂いたご意見を私の
質問として農林水産大臣等にしっかり伝えました。
党での各種部会での発言なども含め、皆様と国政を
繋ぐパイプとしての役割を果たせるよう日々努力し
てまいります。
昨年も残念ながら台風 19号をはじめ一連の自然
災害により、農地・農業用施設への被害が生じるな
ど、農地や農業用施設も全国各地で大きな被害が広
範囲で発生いたしました。お亡くなりになられた方
のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆様に
衷心よりお見舞いを申し上げます。早期の復旧はも
ちろんですが、土地改良の農村で果たす大きな役割
を踏まえ、防災・減災、国土強靭化の取り組みを強
力に進めていかなければなりません。
ため池の耐震対策・豪雨対策などのハード面やハ
ザードマップの整備などのソフト面の対策は待った
なしです。政府の「防災・減災、国土強靭化のため
の 3カ年緊急対策」による集中的な取り組みが終了
する令和 2年度以降も更に取り組みが促進するよう
全力で取り組んでまいります。
そして、それぞれの地域農業が発展するための基

礎となる基盤整備は、着実に進めていかなければな
りません。省力化だけではなく若者の興味も高める
スマート農業は平地のみならず中山間地も推進して
いく必要があります。そのためには情報基盤の整備
を含め基盤整備は欠かすことのできないものです。
これらの計画的な実施には、土地改良予算の安定
的な確保が必要不可欠です。皆様からの大変大きな
ご支援により、令和 2年度は、6,515 億円を確保す
ることができました。今後ともこの流れを止めるこ
とのないよう尽力してまいります。
また、産業政策だけではなく、家族農業や中小規
模の農家、兼業農家の役割を再確認しつつ、地域農
業、農村集落自身を守っていくための地域政策をバ
ランスよく実施していかなければなりません。農政
の基本となる食料・農業・農村基本計画の 5年に一
度の見直しが進められていますが、その中にもしっ
かりと位置づけられる必要があります。
私は「土地改良、農山漁村は未来への礎」と訴え
てまいりました。令和の新しい時代に皆様のご意見
を伺いながら土地改良を推進することにより、世界
に誇る我が国のすばらしい農山漁村を子供たち孫た
ちに引き継げるよう、先輩の進藤金日子参議院議員
と力を合わせて努力をしてまいります。12年ぶり
に土地改良二人体制となり、人口減少社会に突入し
た我が国の状況を踏まえ、土地改良も必要な見直し
も大胆に進めていきたいと考えております。また、
農村女性の創造力や企画力、行動力などは、これか
らの農村振興を加速する重要な原動力と考えていま
す。昨年 12 月には「全国水土里ネット女性の会」
が設立されたところであり、今後の活発な活動に私
もお手伝いをさせていただきたいと思っています。
引き続き進藤議員と私にご指導ご鞭撻を賜りますよ
うよろしくお願いいたします。
今年は、2020 東京オリンピック・パラリンピック
が開催され、更に多くの外国人の方が日本に来られ
ることが期待されています。日本の農業、農村のす
ばらしさを皆様どんどん発信してまいりましょう。
最後に、本年が皆様にとってよりよい一年となり
ますようお祈り申し上げ、年頭のあいさつといたし
ます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

全国水土里ネット会長会議顧問

参議院議員　　宮崎　雅夫

新年のごあいさつ
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会　議

日時：令和元年 9月 11日（水）
場所：農林水産省、財務省、衆参議院議員会館

要請は、農林水産省農村振興局幹部及び財務省主計局
幹部並びに本県選出等の衆参国会議員に面会し、それぞ
れ要請書（後記）を手渡し、農業農村整備事業の予算確
保等について要請を行いました。

農業農村整備事業の予算確保に
向けた要請活動を実施

要　　請　　書
我が国の農業・農村では、農業従事者の高齢化、担い手の減少、国際化の進展等により、農地、農業用水等の管
理や営農の継続が困難になるなど、依然厳しい状況が続いています。
農業を次世代の担い手にとって魅力ある産業としていくためには、農地の集積・集約、大区画化、汎用化等の農
地整備による生産コストの縮減、需要に応じた米作りとともに、水田を利用した園芸作物等の高収益作物の導入、
将来を見越した適時適切な農業水利施設等の維持・更新が必要となっています。加えて、農業水利施設等の老朽化
が進行する中、大規模地震や気候変動による豪雨災害が多発しており、農村地域の防災・減災対策にも積極的に取
り組んで行く必要があります。
これらに必要な国の令和元年度農業農村整備事業関係予算は、平成 30年度補正予算と合わせて 6,451 億円が
措置されました。大幅削減前を上回る額が確保されましたことに、深く感謝と御礼を申し上げる次第です。
しかしながら、事業を安定的・計画的に実施するための当初予算は、大幅削減前の 77％に留まっておりますので、
必要とする事業を安定的・計画的に実施出来る予算額を当初で確保できますよう、お願い申し上げます。
水土里ネットとちぎ他 6団体は、国が示した農政の展開方向を踏まえ、農業の成長産業としての発展に不可欠
である農業農村整備事業の推進に向けて、下記の事項を要望いたしますので、ご高配賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

記
1　�事業を安定的・計画的に実施するため、令和 2年度当初予算において、地域の要望に十分応えられる規模を確
保すること

2　�農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化をさらに進めるため、生産基盤整備や農業水利施設の更
新整備等を推進すること

3　�農業の構造改革を加速化するため、農地の大区画化・汎用化や畑地整備などを一層推進するとともに、先端技
術を活用したスマート農業のインフラ整備として、水管理省力化技術の導入を推進すること

4　�改正土地改良法の適切な運用を図るため、土地改良施設の資産評価や複式簿記への導入など、土地改良区等の
運営基盤の強化に係る支援を強化すること

牧元幸司農林水産省農村振興局長に要請書を
手渡す大久保会長と同行者

太田充財務省主計局長に要請書を手渡す
大久保会長と同行者
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会　議

日時：令和元年 10月 8日（火）
午前 10時 00分～

場所：栃木県土地改良会館

次の議事及び報告事項について審議し、全て原案どお
り可決決定・承認されました。

【議事】
第 1�号議案� 平成 30年度活動報告
第 2�号議案� 令和元年度事業計画
【報告事項】
（1）農業農村整備事業予算確保に係る要請活動
（2）�令和 2年度県農地等利用最適化推進に関する意見

及び県農業等施策並びに予算に関する要望事項
（3）農業農村整備の集い

また、議事終了後、親谷吉雄関東農政局農村振興部設
計課事業調整室長、並びに松山健一栃木県農政部農地整
備課課長補佐を講師に研修会が行われました。
【研修会】
（1）令和 2年度農業農村整備事業等予算概算要求
（2）ほ場整備事業における省力化技術の導入に向けた取組

令和元年度第1回農業農村整備部会を開催

田井部会長

古札やしめ縄などを持ち寄り一箇所に積み上げて
燃やす伝統行事。
どんど焼きの燃える炎で身体を温めたり、煙にあ
たると一年間無病息災・商売繁盛・五穀豊穣などの
願いが叶うとされています。

どんど焼きとは？
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事 業 情 報

日時：令和元年 11月 13日（水）
午後 1時 30分～

場所：栃木県公館

県営土地改良事業の換地業務が完了した土地改良区へ
の感謝状贈呈式が開催されました。
式典では、平成 30年度までに換地業務が完了した益
子西部地区［益子町土地改良区（益子西部地区委員会）］、
大室地区［日光市土地改良区（大室地区圃場整備事業推
進委員会）］の 2地区に対して、福田富一知事から感謝
状が贈呈されました。福田知事より、たゆまぬ努力と熱

意を持って、地域との緊密な連携のもと土地改良事業に
おける換地業務を推進され、顕著な功績を残されたこと
に対し敬意を表するとともに、今後もこの成果を活かし、
地域農業の発展に向けてより一層ご尽力賜りたいと挨拶
を述べられました。
続いて、本会大久保寿夫会長から、円満に換地処分が
早期完了されたことに対するお祝い並びに関係地域の農
業・農村の発展と関係各位の更なる活躍を祈念申し上げ
ると来賓挨拶を述べられました。
最後に、受賞者を代表し、益子町土地改良区の三村敏
夫副理事長から謝辞が述べられ、式典が終了しました。

令和元年度県営土地改良事業の
換地業務に係る感謝状贈呈式を開催

益子町土地改良区（益子西部地区）

日光市土地改良区（大室地区）
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事 業 情 報

日時：令和元年 10月 16日（水）
午後 1時 30分～

場所：岐阜県岐阜市

第 42回目を迎えた全国土地改良大会は、全国土地改
良事業団体連合会及び岐阜県土地改良事業団体連合会の
主催（後援：農林水産省ほか 11 団体）により、去る
10月 16日（水）、岐阜県岐阜市の「岐阜メモリアルセ
ンターで愛ドーム」において、全国から 4,000 名を超
える土地改良関係者が参集して開催されました。本県か
らは、会員土地改良区及び本会の役職員の総勢 80名が
参加しました。
今回の岐阜大会は、農業を魅力ある産業としていくた
めに、土地改良事業が果たす役割の重要性を全国にア
ピールし、また、水土里ネットが目指す道しるべについ
て語り合う場となりました。土地改良は未来への懸け橋
であり、清流の水、農地の土、農村の里、この「水土里」
の恵みを新たな世代へ引き継いでいくことを、「清流の
国ぎふ」から高らかに宣言すると共に、開会に先立ち、
台風 19号などにより犠牲になられた方々に黙祷を捧げ
ました。

大会は、国歌斉唱の後、はじめに藤原勉岐阜県土地改
良事業団体連合会長より開会挨
拶、次に、二階俊博全国土地改
良事業団体連合会長より主催者
挨拶がありました。
土地改良事業功績者表彰にお
いては、農林水産大臣表彰 6名、
農林水産省農村振興局長表彰 16

名、全国土地改良事業団体連合会長表彰 41名が受賞さ
れました。本県からは、市貝町土地改良区藤平元一理事
長が農村振興局長表彰、西の原用水土地改良区連合小森
照男理事長が全国土地改良事業団体連合会長表彰を受賞
されました。（藤平、小森両氏の経歴は後記のとおり）
また、奥田透農林水産省農村振興局次長が、曽代用水
の開発の歴史や土地改良制度の変革、更には未来をうる
おす土地改良として、地域住民の農業や土地改良に対す
る理解を促進する上で女性の関わりが大切であることな
ど基調講演を行い、開催地である岐阜県の優良地区とし
ての事例紹介も行われました。
大会宣言では、岐阜県立恵那農業高等学校の鵜飼太謙
さんと林杏実菜さんにより、高らかに大会宣言（後記）
がなされました。
最後に、大会旗が藤原勉岐阜県土連会長から髙貝久遠
全土連副会長へ、そして次期開催県の熊川栄群馬県土連
会長へ手渡され、水野光二岐阜県土連副会長の閉会の挨
拶をもって、式典は盛会のうちに終了しました。

第42回全国土地改良大会が岐阜県で開催

二階全土連会長

熊川群馬県土連会長
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事 業 情 報

〈受賞者紹介〉
★農村振興局長表彰★
藤平元一氏の略歴
昭和 23年 1月 1日生まれ　71歳　市貝町在住
平成 21年　市貝町土地改良区　理事長就任、現在に至る
平成 26年　芳賀郡市土地改良区協議会　会長就任、現在に至る
平成 30年　栃木県土地改良事業団体連合会　代表監事就任、現在に至る
平成 30年　栃木県ほ場整備連絡協議会　理事就任、現在に至る

◆全国土地改良事業団体連合会長表彰◆
小森照男氏の略歴
昭和 23年 7月 15日生まれ　71歳　那須烏山市在住
平成 27年　西の原用水土地改良区連合　理事長就任、現在に至る
平成 29年　烏山土地改良区　理事長就任、現在に至る
平成 30年　栃木県土地改良事業団体連合会　監事就任、現在に至る
平成 30年　南那須地域土地改良事業推進連絡協議会　副会長就任、現在に至る

◇　大　　会　　宣　　言　◇
私たちは、岐阜に生まれ、岐阜で育ちました。私たちは、今、農業高校で農業を学んでいます。
私たちが暮らす岐阜県は、日本の中心に位置します。県の北部は山岳地帯、南部は平野地帯。高冷地から暖地。
北部では、夏の涼しい気候を活かし、南部では、温暖な気候を活かし、多彩な農業が行われています。
今、全国で自然災害が多く発生しています。昨年は、7月豪雨、台風 21号、北海道胆振東部地震などにより、
農地や農業用施設が甚大な被害を受けました。これを受けて、国は、「防災・減災、国土強靭化のための 3か年緊
急対策」を講じました。
今、全国で農業者の高齢化、農業離れが進んでいます。農業後継者不足が深刻化しています。これを受けて、
国は、農地バンクとなる「農地中間管理機構」を設立し、地域農業の担い手となる農業者への農地の集積・集約
化を推進しています。また、担い手への農地の集積・集約化を加速させるために、農業者の費用負担が伴わない「農
地中間管理機構関連農地整備事業」も創設しました。
今、全国で農業者の減少が進んでいます。農業労働力が不足しています。これを受けて、国は、「スマート農業」
の推進を図っています。自動走行トラクター、自動水管理システム、リモコン式自走草刈り機など。現在、全国
各地で実証実験に取り組んでいます。
自然災害が多い日本。農業後継者不足の日本。農業労働力不足の日本。こうした日本の農業を、10代の私たちが、
引き継いでいかなければいけません。
そのために、自然災害に強い農業基盤の整備をしてください。地域農業の担い手が生産しやすい農業基盤の整
備をしてください。スマート農業が推進できる農業基盤の整備をしてください。
岐阜県は、県土の 8割が豊かな森林です。そこで蓄えられた水が清流となり、農地を潤しています。農地の周
りには、農村が形成されています。
清流の水、農地の土、農村の里。水土里の恵みは、新たな世代へ引き継いでいかなければなりません。土地改
良は、未来への懸け橋です。
本日ここに集う私たち「水土里ネット」は、「清流で未来をうるおす土地改良�～水土里の恵みを新たな世代へ～」
を合い言葉に、未来への懸け橋である土地改良を、豊かな恵みである水土里を、新たな世代へ引き継いでいくこ
とを、ここ「清流の国ぎふ」から、高らかに宣言します。
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農業農村整備の集いを開催
日時：令和元年 11月 11日（月）

午後 1時 30分～
場所：東京都砂防会館

全国・都道府県土地改良事業団体連合会は、全国の土
地改良事業関係者約 1,300 名を集めて「農業農村整備
の集い」を開催しました。
初めに、二階俊博全国土地改良事業団体連合会長が主
催者挨拶に立ち、「土地改良にとって実に 12年振りの
車の両輪体制が実現した。それは、闘う土地改良の旗印
の下、組織一丸となって闘った結果だとし、関係者の奮
闘を称え、今後の更なる高みを目指し闘っていく姿勢が
大切だ。」と挨拶されました。
続いて、江藤拓農林水産大臣より、「一連の豪雨災害
は日本の農政の危機。今ほど農業農村の基盤整備が必要
とされている時はない。二階会長の大変なリーダーシッ
プで予算も随分と増え、令和元年度では当初と前年度補
正予算を合せ 6,451 億円。これだけの水準まで回復で
きた。若い人や女性が今、農業に関心を寄せている。そ

ういった方々に夢を与えるためにも、皆様の一層のご指
導をいただき、農林水産省としても全力で取り組んで参
ります。」と祝辞を述べられました。次に、農林水産省
から加藤副大臣、藤木政務官が紹介された後、森山国会
対策委員長、塩谷農林・食料戦略調査会長、西川内閣官
房参与、進藤参議院議員（総務大臣政務官兼内閣府大臣
政務官・都道府県水土里ネット会長会議顧問）、宮崎参
議院議員（都道府県水土里ネット会長会議顧問）、から
それぞれ来賓挨拶がありました。
その後、岐阜県土地改良事業団体連合会の藤原会長か
ら要請文が朗読され、これを全会一致で採択しました。
さらに、ご臨席頂いた衆参両院国会議員、農林水産省農
村振興局幹部職員の来賓紹介がございました。
最後に、群馬県土地改良事業団体連合会の熊川会長の
音頭によりガンバロウ三唱が行われ、盛会裏に終了しま
した。
集い終了後、本県の参加者 24名は、要請書に盛り込
んだ事項の実現を図るため、本県関係 10名の衆参両院
国会議員に要請を行いました。

二階全土連会長 江藤農林水産大臣
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要　　請　　書
全国の農村では、都市に先駆け高齢化や人口減少が進んでおり、農業従事者の高齢化、減少等により、農地、農
業用水等の管理や営農の継続が困難になるなど、様々な影響をもたらすことが危惧される。
農業を次世代の担い手にとって魅力ある産業としていくためには、農地の集積・集約、大区画化、汎用化等の農
地整備や将来を見越した適時適切な農業水利施設等の維持・更新が必要となっている。
加えて、全国各地でため池を含む農業水利施設等の老朽化が進行する中、昨年の北海道胆振東部地震や、本年八
月十三日から九月二十四日までの間の暴風雨及び豪雨による災害、さらに台風第十九号などに代表されるように、
大規模地震や気候変動による豪雨災害が多発しており、国民の生命と財産を守るためにも、ため池等の耐震化や洪
水被害防止対策などの農村地域の防災・減災対策の推進を通じた国土の強靱化が重要な課題となっている。
水土里ネットには、力強い農業の実現等を通じた食料の安定供給や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、
先人達のたゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を良好な状態で次世代に継承して
いく責務があることから、水土里ネットが有する技術、経験、水土里情報システムなど持てる能力を最大限に発揮
するため、その体制強化の推進が喫緊の課題となっている。
このような中、平成二十九年度、三十年度に二年連続で土地改良法が改正され、農地中間管理機構と連携した農
業者の費用負担を求めないほ場整備事業や、ため池等の耐震化を迅速に進める事業等が創設されるとともに、土地
改良区の運営基盤の強化を図る見直しが講じられた。加えて、ため池の適正な管理及び保全が行われる体制を早急
に整備するため、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が本年七月から施行されたところである。さらに、
農林水産省では「食料・農業・農村基本計画」の見直しに向けた審議が始まっており、新しい時代が到来する中で
目指すべき施策の方向性が議論されていくことになる。
また、土地改良関係予算は、「闘う土地改良」の旗印の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、平成三十年
度補正予算、平成三十一年度当初予算及び臨時・特別の措置を含め、六千四百五十一億円を確保し、現場のニーズ
に応えられるようになった。引き続き、安定的・計画的な事業実施のために、現場のニーズに応えられる規模の予
算の確保が必要である。
水土里ネットは、農業・農村、更には、我々自身が抱える課題をも直視し、国が示した農政の展開方向を踏まえ、
女性の能力も活用しつつ積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
このため全国の水土里ネットは、これまで培ってきた経験と技術を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、
次の事項の実現を国に強く要請する。

記

一　�農林水産業は国の基であり、土地改良はその根幹を成すものである。土地改良事業の計画的・安定的な推進の
ため、令和二年度予算について、現場のニーズに応えられるよう、必要な予算を確保すること。

二　�今般の台風第十九号をはじめとした、近年の大規模災害からの復旧・復興を早急かつ加速度的に進めること。
その際は、原形復旧に止まらず、再度災害防止のための措置についても、必要に応じて講じること。

三　�農業の競争力強化の実現のため、野菜等の高収益作物の導入や、農地集積・集約化を促す農地の大区画化・汎
用化と水田の畑地化をより一層推進すること。

四　�農村地域の国土強靭化の実現のため、老朽化した農業水利施設の長寿命化及び豪雨・耐震化対策等をより一層
推進すること。� �
特に、防災・減災、国土強靱化のための三か年緊急対策について、令和二年度で確実に完了するよう、十分な
予算措置を講じるとともに、令和三年度以降の対策について、必要な検討を行うこと。

五　�本年四月に施行された改正土地改良法の適切な運用を図るため、その普及啓発に努めるとともに、土地改良区や
組合員の声に真摯に耳を傾け、複式簿記の導入など土地改良区の運営基盤の強化に対する支援を推進すること。

六　�「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」について、引き続き、広く国民に向けてその周知を図るとともに、
現場の実態をよく踏まえた上で、必要となる財政的支援等を講じること。
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日時：令和元年 11月 15日（金）
場所：群馬県長野原町内

栃木県ほ場整備連絡協議会及び栃木県土地改良換地士
部会は、協議会会員、土地改良換地士の資質向上を目的
として、優良先進事例視察研修会を開催し、総勢 40名
が参加しました。
一つめの視察地である八ッ場ダムでは、現地にて浅間
酒造観光センターのガイドにより、八ッ場ダムの歴史や
現在の状況について説明をいただきました。
台風 19 号の影響により、10 月から数か月かけて、
試験湛水し満水にする計画であったダムは、1日で貯水
率が 100％になり、「台風 19号では、八ッ場ダムのお

かげで洪水が防げた」などの声も多く寄せられたそうで
す。
続いて、横壁地区の現地において、群馬県土地改良事
業団体連合会　調査・換地課の吉澤課長より、地区の概
要等について説明をいただきました。
工事では、礫が多く、除去をするのに困難を強いられ、
換地の面でも登記簿面積と現況面積が縄伸びしており、
換地作業と地権者への交渉など大変苦労したそうです。
我々が携わる土地改良事業でも重要な対象である「水」
を制御することの重要性を再認識し、また自然と共存し
つつ、維持されてきた地域を保全しながら整備を行って
いる所を肌で感じることができた大変有意義な研修会と
なりました。

栃木県ほ場整備連絡協議会及び栃木県土地改良
換地士部会優良先進事例視察研修会を開催

区画は不整形・道路は狭小で曲折

営農上大きな支障

道路を拡幅整備・区画を整理

農用地の集団化を図り機械能力の効率的利用を図る

横壁地区の概要：八ッ場ダムの関連事業で土地改良を実施している地区

「横壁地区」
群馬県土連

吉澤調査・換地課長

八ッ場ダム 集合写真
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日時：令和元年 11月 20（水）・22日（金）
午前 10時 00分～

場所：栃木県土地改良会館

全国水土里ネットの主催で令和元年度複式簿記導入促
進特別研修が開催され、土地改良区等の役職員及び県、
市町の担当職員延べ 191名が参加しました。
本研修は、土地改良区体制強化事業の一環として、昨
年施行された改正土地改良法により、令和 4年度から貸
借対照表の作成、公表が義務化されたことを受けて、土
地改良区等における複式簿記導入の促進を図ることを目
的に開催されました。
本会池田専務理事による開会挨拶の後、本会の顧問税

理士であるウチノ税理士法人税理士の渡邉浩考氏（20
日）、公認会計士の鈴木公泉氏（22日）から「土地改良
区複式簿記の基礎知識、土地改良区における基本的な勘
定科目と仕訳について」、関東農政局土地改良管理課専門
官の畠山正弘氏から「新たな土地改良区会計基準につい
て、土地改良施設の資産評価マニュアルの紹介と減価償
却の実務」、全国水土里ネット支援部参与の田村栄二氏か
ら「土地改良区会計基準に基づく会計記帳実務、土地改
良区特有の勘定科目及び仕訳について、開始貸借対照表
の作成方法について」、それぞれ講義が行われました。
今回の研修は、知識に関するものから実務的なものま
で幅広い内容であったため、受講者は長時間にも関わら
ず、真剣に講義に耳を傾けていました。

令和元年度複式簿記導入促進
特別研修を開催

関東農政局土地改良管理課　畠山専門官 全国水土里ネット支援部　田村参与

受賞式：令和元年 12月 7日（土）東京都美術館
展　示：�12 月 5日（水）～ 11日（火）� �

東京都美術館第 2展示室

全国水土里ネットと都道府県水土里ネットが主催する
「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展が開催されまし
た。今年は令和最初の年で、かつ絵画展が始まって 20
年という記念すべき年であり、全国から 5,224 点にの
ぼる作品の応募をいただきました。ありがとうございま
した。本県からは 1名の作品が入選しました。

やまびこ賞
「りんごの収穫、みんなでアップルパイ作り」
栃木県宇都宮市立�宮の原小学校�５年　小林咲心さん

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2019
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日時：令和元年 12月 3日（火）
場所：茨城県内　スマート農業関連施設

利根川水系農業水利協議会は、スマート農業関連施設を視察に訪れました。昨今の農業現場における労働力不足を補
うため、省力・軽労化を進め、新規就農者の確保や新たな販売経路の開拓にスマート農業化は欠かせない技術であるこ
とがわかる有意義な研修となりました。

1）夢ある農業総合研修所（茨城県つくばみらい市）

研究所は 2015 年 10 月に、大規模化が進む現代の
土地利用型農業に対する機械的な技術開発や、技術普
及を目的としてスタートしました。現在では、農業の
省力化や低コスト化を目指し、技術的・栽培的な視点
で技術開発を行っており、農業関係の企業だけではな
く、人工衛星やセンサーを扱っている企業など、多種
多様な企業と連携し、データを共有することでスマー
ト農業を研究しています。

2）（株）ライス＆グリーン石島（茨城県下妻市）

日本の少子高齢化に伴い、毎年同量の米を作ってい
ては余ってしまいます。国内の米の需要と供給のバラ
ンスを考え、米価を安定させ、さらに低コストで米作
りをすることができるかを実証するため、スマート農
業を始めました。今後はスマート農業を行った結果を
もとに余剰米を海外へ輸出していきたいと思っており
ます。

スマート農業とは？
ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用することにより、省力化・精密化や

高品質生産を実現すること等を推進している新たな農業のことであり、
全国65箇所で実施している。

令和元年度
利根川水系農業水利協議会研修会

ライス＆グリーン石島氏ISEKI 展示ブース
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～「全国水土里ネット女性の会」が発足～
日時：令和元年 12月 10日

午後 1時 30分～
場所：東京都砂防会館別館

社会全体において「女性の活躍推
進」が求められる中、農業・農村の
活性化を図るためには女性の「発想力」「能力」を積極的に活用することが重要であることを踏まえ、12月
10日『全国水土里ネット女性の会』が設立されました。女性の持つコミュニケーション力を最大限に活か
したネットワークづくり、情報の共有化や連携の強化、研修会等への参加による知識やスキルの向上、女性
の視点を基にした快適で魅力ある豊かな農業の創出など、各課題にアプローチしていきたいと、全国水土里
女子が結束を固め、終始和やかな雰囲気のもと設立総会は終了しました。

【役員について】
会　長　萩原　丈巳（水土里ネットやまなし総務課長）
副会長　荒木　美子（水土里ネット岡山総務部長）
副会長　戸松　若菜（水土里ネットみやぎ総務部次長）
顧　問　進藤優貴子（都道府県水土里ネット会長会議顧問進藤金日子令夫人）
顧　問　宮崎　匡代（都道府県水土里ネット会長会議顧問宮崎雅夫令夫人）

表　彰
秋の叙勲

髙山利夫氏が旭日双光章を受章
政府は、11 月 3 日付で令和元年秋の叙勲受章者

（4,113 名）を発表しました。本県関係では 68名が
受賞されました。お祝いを申し上げますとともに今
後益々のご活躍をお祈りいたします。

賞賜 氏名 功労概要 現職等

旭日双光章 髙山　利夫 地方自治功労 石橋土地改良区理事長
元　下野市議会議員
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日時　令和元年 10月 29日（火）　
午前 8時 30分～

場所　大田原市中田原地内
起工式は、神事の後、高橋勇丞大田原市土地改良区理

事長が主催者として挨拶され、続いて、原利浩栃木県農
政部参事兼那須農業振興事務所長、簗和生衆議院議員、
津久井富雄大田原市長が祝辞を述べられ、工事の安全を
祈願しました。

県営経営体育成基盤整備事業大桑地区竣工式

県営農業競争力強化基盤整備事業　下深田地区起工式

県営経営体育成基盤整備事業　小泉・本沼地区起工式

日時：令和元年 10月 30日（水）
午前 10時 00分～

場所：日光市大桑地内
県営経営体育成基盤整備事業大桑地区が竣工の運びと
なり、記念除幕式が厳かに執り行われました。祝賀会で

は星貞光圃場整備事業推進委員長の挨拶に続き、和氣好
延上都賀農業振興事務所長、大嶋一生日光市長、田井哲
日光市土地改良区理事長がそれぞれ祝辞を述べられ、地
域の繁栄を祈念するとともに事業の竣工を祝いました。

日時：令和元年 10月 16日（水）
午前 10時 00分～

場所：益子町本沼地内
起工式は、神事の後、直会が開催され、仁平孝芳益子

町土地改良区理事長が主催者挨拶を行い、続いて齋藤実
栃木県農政部参事兼芳賀農業振興事務所長、大塚朋之益
子町長、星野壽男益子町議会議長らが来賓祝辞を述べ、
工事の安全を祈願しました。

◇事業概要◇
事 業 名　　　県営経営体育成基盤整備事業
事業区域　　　大田原市中田原地内
事業実施年度　平成 30年度～令和 5年度
総事業費　　　5億 3千 5百万円
総 面 積　　　37.5ha
組合員数　　　34名

◇事業概要◇
事 業 名　　　県営経営体育成基盤整備事業
事業区域　　　日光市大桑地内
事業実施年度　平成 22年度～平成 29年度
総事業費　　　6億 4千万円
総 面 積　　　61.8ha
組合員数　　　92名

◇事業概要◇
事 業 名　　　県営�水利施設等保全高度化事業�小泉・本沼地区
事業区域　　　芳賀郡益子町小泉、長堤、本沼地内
事業実施年度　平成 30年度～平成 35年度（予定）
総事業費　　　10億 9千 3百万円
総 面 積　　　66.3ha
組合員数　　　103名

高橋理事長
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会 員 情 報

日時：令和元年 10月 19日（土）
午前 11時 00分～

場所：宇都宮市内
「清原南部明るいむらづくり推進会議」と「清原南部
土地改良区」が共催する「花と農産物の清南大地食の祭
典」が宇都宮市上籠谷地内の農地において行われ、本会
職員もイベントに参加しました。BBQだけではなく、
ステージショーや農産物即売会もあり、大根の収穫体験
や花摘みが無料で行うことができるので、参加者にはと
ても楽しいイベントでした。

日時：令和元年 12月 21日（土）
午前 10時 00分～

場所：那須烏山市内
荒川南部土地改良区は「猿久保田んぼ公園収穫祭」を
開催しました。来賓の川俣純子那須烏山市長、地元の子
供たち 45名の参加者は、猿久保田んぼ公園で収穫した
もち米を “ キネとウス ” を使って餅をつきました。その
後、雑煮・おしるこ・甘酒などが振る舞われ、食欲旺盛
な子供たちだけではなく、参加した大人たちもこぞって
おかわりをしていました。

第18回花と農産物の清南大地食の祭典（水土里ネット清原南部）

　おやま田んぼアート2019稲刈り体験

猿久保田んぼ公園収穫祭

日時・場所
令和元年 10月 6日（日）　午前 9時 30分～
美田・間々田会場

令和元年 10月 12日（土）　午前 9時 30分～
絹・渡良瀬遊水地会場

本会が測量・設計を行ったおやま田んぼアート会場で
稲刈り体験が開催され、県内外から約 500 名を超える
参加者が色とりどりの稲穂を手刈りで収穫しました。雨
が降るなか、子供たちは稲穂だけではなく、田んぼにす
む生き物をとったり、用意されたおにぎりを食べたりな
ど賑やかで楽しい時間を過ごしました。
（台風19号のため12日のイベントは中止）
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土地改良区の沿革、地区の概要
栃木市都賀町は、栃木県南部に位置し、東は一級河川思
川を境に壬生町、南西に旧栃木市、北は旧西方町に接した、
温暖な気候の平地農村地帯であり、東北自動車道路が西部
を南北に縦貫し、更に北関東自動車道路が中央部を東西に
横断、家中地区に都賀インターチェンジが設置されるなど
首都圏まで 80Km圏内に位置にする等、交通アクセスに
も大変恵まれています。
町内には、日光を開山した勝道上人ゆかりの史跡が点在
するほか、戦国時代に宇都宮氏と栃木の皆川氏が激突した
古戦場の名残をとどめる史跡があります。江戸時代には日
光例弊使街道の宿場町として賑わい、当事から伝わる古武
術や獅子舞などの伝統芸能が大切に保存されています。ま
た、散策が楽しめる公園も数多く点在しており、その一つ
である「つがの里」の桜やハスの花はとても見事で、毎年
多くの人で賑わっています。他にも、里山の自然をそのま
ま造成した「大柿花山植物園」や山野草などを楽しめる「も
めん弥花之江の郷」などがあり、豊かな自然が心に安らぎ
を与えています。
当地区では、昭和 27年に設立された桑原土地改良区、
更には、昭和 54年旧都賀町における全町圃場整備実施の
方針により、昭和 60年家中南部土地改良区設立を始めと
する、9土地改良区が設立されました。
これらの 9土地改良区は、圃場整備事業の推進はもと
より、事業で造成された土地改良施設や農業用水の管理等

を通して、地域農業の健全な発展、優良農地の維持保全等
に大きな役割を果たしてきました。しかしながら、近年に
おける社会経済情勢とともに農業・農村を取り巻く環境も
めまぐるしく変化していることから、9土地改良区は、施
設の維持管理事業を中心とした土地改良区の事業運営基盤
の強化及び効率的な運営を図っていくことを目的に、平成
21年 1月に合併しました。その後、平成 30年 11 月に
は真名子土地改良区を吸収合併し現在に至っています。

維持管理について
当土地改良区は、主たる事業を円滑に実施するため、理
事会の補助機関として旧土地改良区の区域ごとに地区委員
会を設置、用水源の確保と造成された土地改良施設の保全

ネットつがシリーズ土地改良区紹介㉖ 水 土 里
都賀町土地改良区

つがの里はす園

桑原用水
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及び維持管理にあたっています。
また、当土地改良区には揚水機が 86機あり、その殆ど
が老朽化や耐用年数を超えているため、揚水機の点検業務
を年 2回行うとともに、その診断結果に基づき必要な維
持管理適正化事業や県単独農業農村整備事業を積極的に実
施し、施設の健全化と組合員の経費負担削減に努めていま
す。しかしその一方で、各地区委員会では、経常賦課金の
約 4割が電気使用料に充当されているのが現状であるこ
とから「財政の健全化」が喫緊の課題となっています。

赤津川堰

赤津南部第 2溜池

升塚の獅子舞つがの里桜

水土里ネットつが
所在地　　〒 328－ 0192
　　　　　栃木市都賀町家中 5982－ 1
Tel　0282-29-1381・Fax��0282-29-1382

土地改良区概要
設立年月日 平成21年1月30日 理 事 数 11名
受 益 面 積 680.1ha 監 事 数 3名
組 合 員 数 1,023名 職 員 数 2名

日光市

鹿沼市

那須町

那須塩原市

佐野市

栃木市

宇都宮市

大田原市

足利市

塩谷町

茂木町

小山市

矢板市

真岡市

那珂川町

那須烏山市

さくら市

益子町

下野市

芳賀町

高根沢町

市貝町

壬生町

上三川町

野木町

★

都賀町
土地改良区
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第524号案　内 令和元年度第3号

水土里ネットとちぎ職員採用試験のお知らせ
令和２年４月採用
栃木県土地改良事業団体連合会職員採用試験　案内

農業農村整備事業（農道・水路・区画整理等）に関する調査、測量、設計、施工監理等を行う技術職を
求めています。

1　試験区分及び受験資格

試験区分 採用予定
人　　員

受　験　資　格
年齢要件 卒業区分 その他

技�術�職 若干名
昭和 56年 4月 2日から
平成 14年 4月 1日まで

に生まれた方
高卒以上

・�農業土木、土木、森林土木、
情報工学等に関連する学科履
修者、または測量・設計等の
経験者
・普通自動車免許（AT限定可）

ただし、次の各号のいずれかに該当する方は受験できません。
1）日本の国籍を有しない者
2）成年被後見人及び被保佐人
3）禁錮以上の刑に処せられその執行が終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
4）懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 2年を経過していない方
5）�日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又は
これに加入した方

2　受付期間
（郵送）1月 20日（月）～ 2月 21日（金）（2月 21日までの消印有効）
（持参）1月 20日（月）～ 2月 21日（金）（平日の 8：30～ 17：30）

3　試験の日時、場所及び方法

試験区分 日　時 場　所 方　法

技　術　職
令和 2年 3月 1日（日）
受付：午前 8時 30分～
試験：午前 9時 00分～

本会館会議室
宇都宮市平出町 1260番地

・一般教養試験
・小論文試験
・面接試験

4　受験手続
1）郵送・持参による場合
記載の書類を次のところまで郵送又は持参してください。
栃木県土地改良事業団体連合会　総務部総務課
〒 321-0901　宇都宮市平出町 1260番地　TEL028-660-5701
（注意点）
・�郵送による申し込みの場合は、封筒の表に「試験申込」と朱書きし、裏には住所及び氏名を必ず書いて
ください。
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・�普通郵便による郵送で事故が発生した場合の責任は負いかねますので、なるべく記録の残る簡易書留郵
便等の方法によりお申し込みください。
・�証明書が受付期間に間に合わない場合は、その旨を連絡の上、試験日までに郵送又は持参してください。

2）必要書類
①　履歴書（自筆で、写真を貼付）
②　最終学校の卒業証明書（又は卒業見込証明書）
③　最終学校の成績証明書
※採用試験の資料としての目的以外には使用いたしません。

3）受験票の交付
必要書類の確認後、受験票を履歴書記載の現住所に郵送します。

5　採用
合格者は、令和 2年 4月 1日に採用予定です。

6　給与等
基本給は、本会職員給与規程に基づき支給します。既卒者及び中途採用者については、学歴・職歴等を勘案
して決定します。このほか、通勤手当、扶養手当、期末手当、勤勉手当、超過勤務手当、住居手当等が支給
されます。

第104回通常総会のお知らせ
本会は次のとおり、第 104回通常総会を開催いたします。
◇第 104回通常総会◇
日時　令和2年3月25日（水）午前10 時 00 分～
場所　栃木県土地改良会館 3階大会議室　宇都宮市平出町 1260番地
　　　TEL：028－ 660－ 5701

令和元年度特別賦課金についてのお願い
本会では対象事業年度の総事業費を基本に特別賦課金を算定し、令和 2年 3月に賦課徴収をお願いすること
としています。対象事業を実施している会員のみなさまにおかれましては予算措置をお願いいたします。

①賦課対象者 農業農村整備事業（県営・団体営・県単）のハード事業を実施する事業主体（会員）を
基本としますが、県営事業等における特別賦課金については、事業主体であるか否かと
いうことよりも「土地改良事業を実施したことによる利益」の享受に視点をおいて徴収
基準を決めていることから、管理主体に賦課をお願いしています。

②対象地区 当該会員の地区内で行われる土地改良事業に係る土地。

③対象事業 農業農村整備事業のほか建設土木、建築等の多岐にわたる。
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第524号案　内 令和元年度第3号

農業に不可欠な土地改良施設
（農業水利施設）の役割や重要
性について、地域はもとより国
民に広くPR するために、土地
改良施設カード作成をしてみま
せんか？土地改良施設の役割を
知っていただくことは勿論、観
光・イベント等の PR 資料として
も活用でき、小さな観光大使の
役割も果たすことになります。

★土地改良施設カード★を作成しませんか？

◇連絡先◇
水土里ネットとちぎ（栃木県土地改良事業団体連合会）
事業部　施設保全課
電話番号：０２８－６６０－５７０３

美田東部頭首工（Mitatobu Head Works）

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWHW
小山市土地改良施設カードNo.4 小山市美田東部土地改良区

土地改良施設データ
所 在 地： 栃木市大光寺町
河 川 名： 利根川水系思川
設 　 備： 自動転倒ローラーゲート×２門
 洪水吐ローラーゲート×１門
 土砂吐ローラーゲート×２門
 取水スライドゲート×３門
堰 　 長： ２１９ｍ
取 水 量： ３.１７ｍ３/s
受益面積： ６８５ha
完 成 年： １９６７年
管 理 者： 小山市美田東部土地改良区
 （１９５１年設立）

【施設概要】
この頭首工は1940年に築造され、その後何度も改
良・改修されコンクリート永久堰として新設され
ました。現在は、美田地域の美しい水田地帯を潤し
ています。

【TOPICS】
この水域には多くの魚類が生息しています。その
ため、小型のフナから大型のサクラマスまで遡上
できるよう、改良型ハーフコーン式魚道を設置し
ました。

Ver1.0（2019.2）

美田東部頭首工（Mitatobu Head Works）

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWHW
小山市土地改良施設カードNo.4 小山市美田東部土地改良区

土地改良施設データ
所 在 地： 栃木市大光寺町
河 川 名： 利根川水系思川
設 　 備： 自動転倒ローラーゲート×２門
 洪水吐ローラーゲート×１門
 土砂吐ローラーゲート×２門
 取水スライドゲート×３門
堰 　 長： ２１９ｍ
取 水 量： ３.１７ｍ３/s
受益面積： ６８５ha
完 成 年： １９６７年
管 理 者： 小山市美田東部土地改良区
 （１９５１年設立）

【施設概要】
この頭首工は1940年に築造され、その後何度も改
良・改修されコンクリート永久堰として新設され
ました。現在は、美田地域の美しい水田地帯を潤し
ています。

【TOPICS】
この水域には多くの魚類が生息しています。その
ため、小型のフナから大型のサクラマスまで遡上
できるよう、改良型ハーフコーン式魚道を設置し
ました。

Ver1.0（2019.2）

出前講座を活用しましょう
本会では、土地改良区の役職員等を対象とした出前講座を行っております。
講座内容については、役員改選等により新しく役員に就任された方々のための役員の職務について、土地
改良区業務運営に係るものなど、幅広い内容でご要望に応じて対応させていただきますので、次の連絡先ま
でお気軽にお申し込みください。

会員様向けホームページ作成サービスのお知らせ
気軽にホームページを開設出来る様、導入費・維持費共に安価にて提供しております。
詳しくは総務課まで、お気軽にお問い合わせください。

◇連絡先◇
水土里ネットとちぎ（栃木県土地改良事業団体連合会）
総務部　総務課　　
ＴＥＬ：０２８－６６０－５７０１　　ＦＡＸ：０２８－６６０－５７１１
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株式会社日本政策金融公庫からのお知らせ

に協賛

農業基盤整備資金の金利
令和元年 12月 18日付で、農業基盤整備資金の金利が次の通り改定されました。
金利情勢によって変動いたしますので、最新の金利は宇都宮支店にお問い合わせいただくか、金融公庫ホー
ムページでご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区　　分 融資期間に
かかわらず

融資期間（一例）
5年 10年 15年 20年

都道府県栄補助残 0.35 － － － －
団 体 営 補 助 残 0.20 － － － －
非 補 助 一 般 0.20 － － － －
非補助利子軽減 0.20 － － － －
災 害 復 旧 － 0.16 0.16 0.18 0.20

日時：令和元年 11月 16日（土）
午前 10時 00分～

場所：パルティ　とちぎ男女共同参画センター

このイベントは、男女共同参画社会の推進の意義について県民の理解を深め、実現を目指すことを目的とし
て開催されており、本会は協賛企業として、ポスター展示及び本会の概要・オリジナル付箋の配布を行い農業
農村整備事業において多くの女性職員が活躍していることを広く PRしました。

お問い合わせ先：
株式会社日本政策金融公庫　宇都宮支店�農林水産事業　農業食品課�担当：近藤　　TEL�028-636-3901�
https://www.jfc.go.jp/ 日本公庫

栃木県・認定NPO法人とちぎボランティアネットワーク栃木県・認定NPO法人とちぎボランティアネットワーク

〇ご提供いただきたい食品の例
米（玄米も可、平成30年秋以降収穫）、飲料（お茶、缶ジュース等）、長期保存食品（缶詰、瓶詰等）、調味料（しょうゆ、みそ等）

〇食品についての注意事項
賞味期限が明記されているもの、賞味期限が12月中旬以降のもの、未開封であるもの、冷蔵・冷凍のものや酒類でないもの

 パンフラワー・粘土工芸 手作り布小物・カゴ  

 ローズフレンド 手作り小物「ゆめ風」
 

 軽量粘土細工 ビーズアクセサリー  

 バラのとびら Ｍｉｌｋｙ Ｂｅａｄｓ
 

パッチワークなど 着物リメイク 古着リメイク  

ナツツバキ あじさい プチプラリメイク 
「レース＆リボン」 

クリスマスリース・カラーワークショップ アクセサリー・粘土小物など 組紐・小物など 飾りびな 

癒しのサロンカラーローズ ヒロ・クレイ・アート レインボーイズ 和服で作る小物雑貨教室

 

 

なかがわ水遊園 

なかがわ水遊園のイベントＰＲ 

水遊園の魅力や企画を展示や  

ポスターで紹介！ 

なかっぴーがくるよ！ 

一緒に写真を撮ろう！ 
 
 

 

とちぎアグリプラザ 

とちぎアグリプラザ PR 

パネルの展示、チラシの配布 

食育ゲームなど食育の理解促進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■お問い合わせ 

パルティ 
  とちぎ男女共同参画センター 

〒320-0071 宇都宮市野沢町 4-1 

TEL028-665-7706 
ＦAX 028-665-7722 

 URL http://www.parti.jp/ 

（月曜・祝日休館） 

【交通のご案内】 
●車の場合、宇都宮 IC から、約 5km、約 10 分 
●バスの場合、JR 宇都宮駅西口関東バス 8 番 
のりばから、日光、今市、船生、山王団地、石那
田方面行きで約 30 分、とちぎ男女共同参画セン
ター停留所下車徒歩 2 分 

▼宇都宮市街 

パルティは性別にかかわりなく、誰もが自分らしく暮らせる男女共同参画を進めています。 

後 援：厚生労働省栃木労働局、(一社)栃木県経営者協会、(公社)栃木県経済同友会、(株)下野新

聞社、(株)とちぎテレビ、(株)栃木放送、(株)エフエム栃木 
 
協 賛：

ので

各階のポイントでクイズに答
えて、スタンプを集めよう！
全部集めると、ゴールで景品
をゲット！！ 

 
 
 
 

スタンプラリー 

フワフワハウスも

あるよ！ 

遊びに来て～！！

待ってるよ！ 

手作り雑貨 

展示・販売・体験 

／リラグゼーション 

　　　　足利小山信用金庫、(株)足利銀行、ケーブルテレビ(株)、シーデーピージャパン(株)
損害保険ジャパン日本興亜(株)栃木支店、大和リース(株)宇都宮支店、帝京大学、東京オート(株)
(一社)栃木県建設業協会、社会福祉法人とちぎ健康福祉協会、栃木県土地改良事業団体連合会
(公財)栃木県農業振興公社、栃木小松フォークリフト(株)、獨協医科大学病院女性医師支援センター
(株)日本政策金融公庫宇都宮支店、富士電機機器制御(株)大田原事業所、フタバ食品(株)
三井住友海上火災保険(株)、社会福祉法人むつみ福祉会ケアハウス白寿の里、社会保険労務士法人レクシード

昨年は本県でも大規模な災害に見舞われた年でした。被災された方には、心よりお見舞い申し上げます。
今年は時節柄の穏やかな年でありますようにと願うばかりです。
本会では、機関誌の表紙を飾る写真を随時募集しておりますので、ぜひご連絡ください。皆様にとって素敵
な一年となりますようお祈り申し上げます。

編集後記



　農業農村整備事業の推進につきましては、平素から格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　本年も農業農村の振興発展のため精進して参りますので、より一層のご支援ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

令和 2年 1月

会　　長　　大久保　寿　夫　（小山市長）

副 会 長　　髙　橋　勇　丞　（大田原市土地改良区理事長）

　 同 　　　田　井　　　哲　（日光市土地改良区理事長）

専務理事　　池　田　真　久　（学識経験者）

理　　事　　津久井　富　雄　（大田原市長）

　 同 　　　星　野　光　利　（上三川町長）

　 同 　　　岡　部　正　英　（佐野市長）

　 同 　　　三　田　隆　俊　（三栗谷用水土地改良区理事長）

　 同 　　　黒　川　英　代　（南河内土地改良区理事長）

　 同 　　　花　塚　隆　志　（さくら市長）

　 同 　　　見　目　　　匡　（芳賀町長）

　 同 　　　福　島　泰　夫　（那珂川町長）

　 同 　　　大　嶋　一　生　（日光市長）

　 同 　　　岡　本　芳　明　（清原南部土地改良区理事長）

　 同 　　　相　田　英　幸　（江川南部土地改良区理事長）

代表監事　　藤　平　元　一　（市貝町土地改良区理事長）

監　　事　　小　森　照　男　（烏山土地改良区理事長）

　 同 　　　穐　野　和　人　（学識経験者）

事務局長　　天　川　幸　人　　外職員一同

水土里ネットとちぎ（栃木県土地改良事業団体連合会）


